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実施計画事業
実施計画事業以外の事業 〇

令和４年度 事務事業評価シート

事
業
の
概
要

事務事業名 農業経営基盤強化促進対策事業 担当部 地域活性化営業部

事業期間 昭和６３年度以前 ～ 令和６年度以降 担当課 農政課

小牧市まちづくり推進計
画（R1年～R4年） 分野別計画編

基本
施策

22
展開
方向

1 担当係 農業振興係

目 3 大 04 中 01予算区分 一般会計 款 6 項 1

対象
（何･誰を対象

に）

市内に農地を有する農業経営者、市内で農業経営を志望する者

内容・手段
（目的達成のた
めにどのような
事業を実施した

か）

●令和３年度の実施内容
・農業近代化資金（農業経営の近代化を進めるために、必要な資金を農協
等融資機関が融資するもの）に対する利子補給を尾張中央農業協同組合
を通じて行った。
・効率的かつ安定的な農業経営及びこれを目指して経営改善を行う農業
経営者の経営改善に取り組むため、担い手育成総合支援協議会に負担金
を支出した。
・経営開始直後の認定新規就農者に対し、補助金を支給した。

●直接経費（令和３年度）
・農業近代化資金利子補給補助金　４１千円
・地域担い手育成総合支援協議会負担金　３０千円
・農業人材力強化総合支援事業補助金　３，７５０千円

●直接経費（令和４年度）
・農業近代化資金利子補給補助金　９９千円
・地域担い手育成総合支援協議会負担金　３０千円
・農業人材力強化総合支援事業補助金　４，５００千円
・その他　２７７千円

受益者負担 無

根拠法令
・個別計画

農業経営基盤強化促進法
小牧市農業近代化資金利子補給金交付規則

事業種別 一般事業

目的・成果
（何のために、ど
のような成果を
期待するか）

農業者の計画的な経営発展を支援し、効率的かつ安定的な農業経営を継
続していけるよう支援することを目的とする。

事
業
費

項目 H30 R1 R2 R3

国・県支出金 1,500 － －

R4

直
接
経
費

決
算
額

財
源

一般財源 102 68 54 71

計（A） 1,602 68 54 3,821

3,750

その他 － － － －

予算額 2,153 450 437 2,692 4,906

対前年比 ― △ 95 △ 20 6975

0
その他職員（時給×時間） 0 0 0 0

正規職員（平均賃金） 1,497 1,497 1,497 1,497

正規職員 0.2 0.2 0.2 0.2

その他職員 0 0 0

事業費合計（C＝A＋B） 3,099 1,565 1,551 5,318

計（B） 1,497 1,497 1,497 1,497

人
件
費
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（３）業績

単位

1 経営体

2 経営体

3

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

目標

実績

（４）事業の評価

千円 節 細節 細々節

展開方向における指標の推移 基本施策 22 展開方向 1

指標名 方向性 基準値 R1 R2 R3 R4
認定新規就農者数 ↗ 2 1 1 3

認定農業者数 ↗ 25 25 25 26

指
標

指標ほか H30 R1 R2 R3

0 14 8

R4

成
果
指
標

青年等就農計画の新規
認定件数及び農業経営
改善計画の更新件数

件
4 1 14 5 5

2

活
動
指
標

認定農業者数
経営
体

27 26 26 26 27

25 25 25 26

単
位
あ
た
り

事
業
費

受益者数（a） 人 － － － －

受益者あたり事業費
（＝C/a）

円 － － － －

事
業
の
評
価

事業の方向性 維　持 事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

事
業
の
達
成
状
況
と
課
題

令和３年度は、認定新規就農者数が増加し、計画期限が到達した認定農業者の
全経営体が計画を更新したことで、目標を達成することができた。

今後の実
施内容

農業者支援、担い手の育成のため、継続的に支援を行うことが必要となることか
ら、事業のボリュームは変えずに目標値達成を目指す。

事務事業評
価による額
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